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地
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山
県
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調
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期
間
　
　
一
九
八
二
年
（昭
５７
こ

一
月
を

一
九
八
三
年
（昭
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二

一
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３
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掘
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津
山
市
教
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委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
安
川
豊
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５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
行
跡

・
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
イ
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
衝
出
土
遺
構
の
概
要

美
作
国
府
跡
は
、
津
山
市
街
地
の
北
方
約

一
ｋｍ
の
丘
陵
を
中
心
と
し
た
地
域

に
位
置
す
る
。
平
地
と
の
比
高
約

一
〇
ｍ
の
丘
陵
上
に
国
庁
が
考
え
ら
れ
、
周

辺
の
現
存
す
る
地
割
を
も
と
に

国
府
域
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

遺
跡
の
北
西
隅
を
横
切
る
中
国

縦
貫
自
動
車
道
の
建
設
に
伴
う

調
査
を
初
め
と
し
て
、
過
去
数

回
に
わ
た
る
発
掘
調
査
が
実
施

さ
れ
、
掘
立
柱
建
物
跡
や
井
戸

等
を
は
じ
め
と
し
た
豊
富
な
遺

構

。
遺
物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
諸
調
査
は
周
辺
部
の
も
の
が
大
半
で
あ
り
、
中
心
部
の
構

造
や
国
庁

・
府
域
の
解
明
に
は
い
た
っ
て
な
い
。

今
回
の
発
掘
調
査
も
ま
た
、
周
辺
の
一
画
を
小
規
模
に
調
査
し
た
に
す
ぎ
な

い
。
調
査
は
、
国
府
推
定
域
東
半
部
の
中
心
を
東
西
に
横
切
る
市
道
建
設
に
伴

う
事
前
調
査
で
、
丘
陵
東
斜
面
下
端
部
以
東
の
路
線
域
を
ト
レ
ツ
チ
調
査
の
方

法
を
と
っ
た
。
国
府
関
係
の
遺
構
と
し
て
は
、
調
査
区
東
端
で
厚
い
包
含
層
と

杭
列
を
検
出
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
包
含
層
を
厚
く
覆
う
中
世
の
造
成

上
層
や
多
量
の
遺
物
の
出
土
に
よ
り
、
条
里
地
割
の
起
源
、
国
府
存
続
期
等
の

問
題
に
つ
い
て
一
定
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

木
筒
が
出
上
し
た
の
は
、
こ
の
包
含
層
で
、
多
量
の
上
器
を
は
じ
め
、
瓦

。

木
器

。
銭
貨

・
植
物
遺
体
、
そ
し
て
一
〇
点
に
の
ぼ
る
墨
書
土
器
と
共
に
出
土

し
た
。
こ
れ
ら
の
堆
積
は
平
安
後
期
頃
で
、
塵
芥
捨
場
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

８
　
木
衛
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「
田
邊
□

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

赴
ギ
ト
ｏも

ス
ギ
材
を
用
い
、
裏
面
か
ら
切
込
を
入
れ
て
折
り
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
頭
部

を
成
形
し
て
い
る
。
上
二
字
は
国
府
の
所
在
す
る
苫
田
郡
田
辺
郷
の
郷
名
を
記

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

津
山
市
教
育
委
員
会

『美
作
国
府
跡
発
掘
調
査
報
告
』
盆

九
八
四
年
）

（安
川
豊
史
）

(津山東部・西部)


